
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

17

判　定　・　説　明

1,239

17

評価区分事業成果・評価

判
定
の
説
明

□　余地あり

内　線

E-mail

担
当
課

健康福祉部　こども・家庭課

2360

kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

■　当面余地なし

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・近年ニーズが高まってきている病児・病後児保育への補助をはじめ、概ね期待どおりの成果が得られているが、
本事業は、子育て支援施策の中核事業であり、今後も地域の実情に応じた多様なニーズの増加が見込まれること
から、引き続き継続していく必要がある。
・今後とも、国における補助メニューの組み換えや見直しに対応しつつ、引き続き市町村の要望に応じた保育サー
ビスの提供の支援に努める。

特記事項

区　分

県の関与を見直す
余地

11

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23)

③
事
業
実
績

22年度

延長保育促進事業（活） 17

⑤
事
業
の
課
題

左記以外のH23年度実績

　市町村の要望に応じて多様な保育ニーズに対応
する。

市町村

成果指標・活動指標内容 単位

千円／
市町村数

地域のニーズを反映してか病児・病後児保育事業の実施件数が伸びてき
ているが、市町村の要望どおり補助を行い、多様な保育ニーズに対応し
た。

休日保育事業（活） 市町村

市町村

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地なし

□　増加

■　当面余地なし

■　横ばい

□　余地なし

事業ニーズの変化 □　減少

□　余地あり

17

17

1,239

仕事と子育ての両立を望む世帯が多く、病児・病後児保育への
ニーズは増加傾向にある。

b
期待どおり

（効率性指標　算出式）
概算人件費／補助対象市町村数

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>

15

23年度

324,453 365,834

13

24年度（見込）

305,360

病児・病後児保育事業（活）

17

4.00

23年度事業費の主な内訳

329,475 332,802

補助金（市町村）：291,421千円

24年度（当初）

33,032 33,032

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 4.00

千円

千円

166,401

311,145

135,969

―291,421271,912

千円

23年度

千円

千円 131,458

4.00

33,448

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　仕事等の社会的活動と子育て等の家庭生活との両立を容易にするとともに子育ての負担感を緩和し、安心して子育てがで
きるような環境整備を総合的に推進する。

対　象 　多様な保育ニーズに応じた保育サービスの提供を行う市町村

目指すべき姿

延長保育、休日保育、病児・病後児保育等多様な保育サービスの提供を市町村への補助を通じて、地域における保育環境
の充実を図り、仕事と家庭の両立を支援するとともに子育ての負担感を緩和し、安心して子育てができる環境整備を行う。
病児・病後児保育事業については、保育対策等促進事業費補助金対象外を含め、H24年度までに実施市町村数を17市町
村にする。

事業内容
　延長保育、休日保育、病児・病後児保育、特定保育、待機児童解消促進等事業、保育環境改善等事業等特別な保育対策
を実施する市町村に対し補助を行う。（補助率：【国】1/3【県】1/3【市町村】1/3）

長野県次世代育成支援行動計画、保育対策等促進事業費補助金交付要綱等

実施方法
国庫･
県単

　市町村への補助金

実施期間 Ｓ４６ 根拠法令等

国庫補助事業・
県単独事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-03 部・課

事　業　名 保育対策等促進事業

04 10 06


